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一般社団法人 復興みなさん会 

一般社団法人 復興みなさん会 

 
復興みなさん会は平成２３年１０月から、南三陸町内で東日本大震災の復興支援を継続しています。 

町内外の皆さまに当会の活動の内容をご理解いただくとともに、復興の最新情報をお伝えすることで、

共に地域の再建への道を歩んでいただけるよう『南三陸復興まちづくり通信』を毎月発行しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

商工会館移転再建へ上棟式 4月開館予定 

南三陸商工会が志津川地区に建設を進めている

「南三陸商工会館」の上棟式が 1 月 18 日、現地で

行われました。商工会の役員や職員、会員などが出

席し神事が行われた後、お祝いの餅まきが行われま

した。建設地は、志津川郵便局の東隣りで、敷地面

積は 1,182 平方㍍。鉄骨造り 2階建てで、床面積は

新築が 366 平方㍍、ほかにコンテナハウスが 72 平

方㍍。事務室や相談室、会議室や備品倉庫が整備さ

れるほか、20 台分の駐車スペースが設けられます。 

 

 

 道の駅はさんさん商店街と一体的に整備され、同

商店街北側の敷地に駅舎や駐車場、ＪＲ気仙沼線Ｂ

ＲＴなどの公共交通ターミナルが設けられます。Ｌ

字型一部 2 階建ての駅舎には震災伝承施設のほか、

交通情報発信、観光交流センターの機能が入ります。

道の駅の開業は 2021 年秋の計画です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 南三陸町が志津川地区に整備を進めている道の駅

について、基本設計の概略に関する住民説明会が 1 月

19 日、ベイサイドアリーナで開催されました。震災

後の志津川市街地のグランドデザインを担い、さんさ

ん商店街の設計も担当した建築家の隈研吾氏が、建物

の配置や設計のコンセプトについて説明しました。 

 

 

 

 

 

復興まちづくり通信 
 

南三陸町 「道の駅・震災伝承施設」の住民説明会開催  

 

建築家 隈研吾氏が基本設計の概要を説明 

（上棟式当日の様子。左は町役場の本庁舎） 

（「道の駅」のイメージ図＝隈研吾建築都市設計事務所提供 手前のＬ字型の建物が「道の駅」の駅舎） 
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当会は今年度、みやぎ地域復興支援助成金（宮城県）、おらほのまちづくり支援事業補助金（南三陸町）、 

みやぎチャレンジプロジェクト助成金（宮城県共同募金会）の支援をいただき活動しています。 

 

〒986-0751 宮城県本吉郡南三陸町志津川字上の山 26 

上山八幡宮 社務所内 minasan.msrk@gmail.com 

  

寄木地区の集会所で「民謡交流会」開催 

 歌津寄木地区の集会所で 2月 1 日、「民謡交流会」が

行われました。寄木行政区（畠山幸男区長、43 世帯）

が主催したもので、防集団地と近隣の住民約 40 人とボ

ランティア活動で訪れていた上智大学の学生 20 人が

参加しました。この日は民謡桃靖会の阿部勝造さんら 4

人が出演。「さんさ時雨」「長持歌」「大漁唄い込み」な

どを声量豊かな美声で歌い上げました。さらにリクエ

ストに応えて「秋田船方節」「南部牛追い唄」など東北

民謡を次々に披露。来場者たちは聞き惚れていました。 
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七ヶ浜町で被災地学習・交流会を開催しました 

 復興みなさん会のメンバー5人が 2月 6日、七ヶ浜

町を訪問し、現地のＮＰＯ法人レスキューストック

ヤード（ＲＳＹ）と交流会を行いました。同法人の

拠点「七ヶ浜みんなの家きずなハウス」で、ＲＳＹ

の被災者支援の概要や「きずなネット」の活動につ

いて説明を受けた後、お互いの組織の課題や悩みに

ついて率直な意見交換をしました。沿岸部のフィー

ルドワークでは、菖蒲田浜災害公営住宅、防災集団

移転団地などを見学しました。 

「なつかしい昭和 昔を語る会」開催 

 ＮＰＯ法人 20世紀アーカイブ仙台が主催する「な

つかしい昭和 昔を語る会」が 1 月 15 日、歌津の

伊里前地区集会所で開催され、隣接する防集団地や

災害公営住宅の住民 21 人が参加しました。旧歌津

大橋完成時の渡り初めや伊里前湾の潮干狩り、木造

和船でのアワビ漁、イシャリを使ったタコ釣り、太

鼓屋台と獅子舞などの映像が次々とスクリーンに

映し出され、津波で失われた懐かしいふるさとの風

景や、かつての暮らし、祭りの場面に見入りました。

声が上がました。 
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（意見交換の後、きずなハウスで記念撮影） 

（旧歌津大橋完成時のパレードの映像を見る来場者） 
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